
【
気
候
】
３
カ
国
と
も
、
18
～

20
℃
く
ら
い
の
気
温
で
、
少
し

肌
寒
い
程
度
。
研
修
期
間
中
は

天
候
に
恵
ま
れ
、
快
適
に
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
商
業
】オ
ラ
ン
ダ
は
ユ
ー
ロ
、

デ
ン
マ
ー
ク
は
ク
ロ
ー
ネ
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
は
ク
ロ
ー
ナ
を
通

貨
と
し
て
使
用
。
北
欧
は
物
価

が
高
く
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
消
費

税
は
25
％
で
し
た
。

　

日
本
で
は
現
金
決
済
が
主
流

で
す
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
払
い
が
一
般

的
で
、
日
用
品
な
ど
少
額
の
買

い
物
で
も
カ
ー
ド
で
払
う
こ
と

が
当
た
り
前
で
し
た
。

【
食
事
】日
本
で
い
う
洋
食
で
、

肉
・
魚
と
も
違
和
感
な
く
食
べ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
た
だ
、

ど
の
国
も
備
え
付
け
の
ジ
ャ
ガ

イ
モ
な
ど
の
量
が
多
く
、
完
食

に
は
一
苦
労
し
ま
し
た
。

【
交
通
】
オ
ラ
ン
ダ
は
自
転
車

が
交
通
手
段
と
し
て
有
名
で
、

歩
道
、
自
転
車
道
、
車
道
と
３

つ
の
道
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、

特
徴
的
で
し
た
。
市
以
外
の
多

く
の
街
で
は
、
信
号
が
な
い
円

形
交
差
点
が
主
流
で
、
見
慣
れ

な
い
光
景
に
戸
惑
い
ま
し
た
。

【
建
造
物
】
歴
史
的
な
城
や
宮

殿
な
ど
も
日
本
で
は
見
る
こ
と

が
で
き
な
い
よ
う
な
も
の
ば
か

り
で
感
激
し
ま
し
た
。
イ
タ
リ

ア
や
ギ
リ
シ
ャ
等
を
除
く
と
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
は
大
規
模

な
地
震
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、

歴
史
的
建
造
物
が
多
く
街
中
に

残
っ
て
い
ま
し
た
。

【
最
後
に
】
今
回
研
修
に
参
加

し
て
、
海
外
の
文
化
を
肌
で
感

じ
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
貴

重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。
日

本
だ
け
で
は
な
く
、
海
外
の
文

化
も
知
る
と
い
う
こ
と
は
、
将

来
的
に
自
分
の
視
野
を
広
げ
る

こ
と
に
も
つ
な
が
る
と
感
じ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
各
国
で
の
研
修
は
も

と
よ
り
、
長
い
研
修
を
共
に
し

た
参
加
者
か
ら
も
強
い
刺
激
を

受
け
、
道
内
各
地
と
の
つ
な
が

り
が
出
来
た
こ
と
が
大
き
な
収

穫
と
な
り
ま
し
た
。

［�

完�

］

【
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
】
研
修
４
カ

所
目
、
マ
ル
メ
市
で
「
高
齢
者

の
社
会
参
加
」
を
研
修
。
か
つ

て
造
船
業
で
栄
え
た
マ
ル
メ
市

は
、
近
年
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
や

Ｉ
Ｔ
の
街
へ
と
変
化
し
た
が
、

独
居
老
人
や
高
齢
者
の
孤
独
死

が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　

高
齢
者
が
生
涯
を
通
じ
て
健

康
で
生
き
が
い
を
持
ち
、
積
極

的
に
社
会
参
加
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
だ
と
捉
え
て
、
特
徴
の

あ
る
７
カ
所
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

プ
レ
イ
ス
（
高
齢
者
等
の
交
流

施
設
）
を
開
設
し
て
い
る
と
伺

い
、
高
齢
者
の
介
護
予
防
や
医

療
費
の
抑
制
と
い
う
観
点
か
ら

も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る

と
感
じ
ま
し
た
。

　

視
察
後
は
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ

ン
市
内
に
移
動
し
、
観
光
名
所

の
人
魚
姫
の
像
や
、
ア
マ
リ
エ

ン
ボ
ー
宮
殿
な
ど
を
見
学
。
運

河
に
沿
っ
て
カ
ラ
フ
ル
な
木
造

の
建
築
が
並
ぶ
ニ
ュ
ー
ハ
ウ
ン

の
景
色
は
、
と
て
も
魅
力
的
で

し
た
。

　

研
修
５
カ
所
目
、
ダ
ン
デ

リ
ー
ド
市
で
「
社
会
福
祉
・
少

子
化
対
策
」
を
研
修
。
福
祉
大

国
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
は
、
幾
度
か
の
少

子
化
対
策
を
経
て
、
現
在
も
先

進
国
の
中
で
は
最
高
水
準
の
出

生
率
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

　

国
内
で
最
も
小
さ
い
市
の
１

つ
で
あ
る
が
、
最
も
裕
福
で
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
る
ダ
ン
デ

リ
ー
ド
市
の
取
り
組
み
を
伺
い
、

子
育
て
の
た
め
の
経
済
的
支
援

や
、
社
会
全
体
で
子
ど
も
を
育

て
る
と
い
う
環
境
づ
く
り
の
重

要
性
を
学
び
ま
し
た
。

　

帰
国
ま
で
の
合
間
は
、
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
の
ヘ
ル
シ
ン
キ
市
内

を
視
察
。
ウ
ス
ペ
ン
ス
キ
ー
寺

院
は
、
赤
レ
ン
ガ
と
緑
の
屋
根

の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
美
し
く
、

と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　「平成30年度市町村職員外国派遣研修」が９月９日（日）から19日（水）までの11日間行われ、
福島町からは総務課の吉澤財政係長が参加しました。
　本研修では、ヨーロッパの地域振興・環境対策・社会福祉を学ぶことをテーマに実施されまし
た。12月号を後編として報告いたします。

海外研修レポート
総務課　財政係長　吉澤　裕治

▲カラフルな港町ニューハウン

▲ウスペンスキー寺院

▲オランダ�・�アムステルダムのダム広場
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